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の
影
響
か
ら
意
識
が
さ
ら
に
強
く
な
っ

た
手
術
室
の
安
全
管
理
・
危
機
管
理
に

つ
い
て
の
テ
ー
マ
が
目
立
っ
て
い
た
。

３
階
企
業
展
示
ブ
ー
ス
会
場
で
は
、
所

狭
し
と
多
く
の
企
業
が
独
自
の
製
品
を

並
べ
、
各
社
の
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。
㈱
リ
ブ
ド
ゥ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
２
０
１
３
年
４
月
、

愛
媛
県
新
居
浜
市
に
て
稼
働
予
定
の
手

術
キ
ッ
ト
専
用
工
場
の
完
成
予
定
図
を

大
き
く
描
い
た
ブ
ー
ス
を
出
展
。
稼
働

ゆ
ず
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
巨
大
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
、
冬
の
到
来
を
感
じ

る
横
浜
み
な
と
み
ら
い
地
区
に
て
、

２
０
１
２
年
11
月
23
日
（
金
）・
24
日

（
土
）
の
二
日
間
、
第
26
回
日
本
手
術

看
護
学
会
年
次
大
会
（
会
場
：
パ
シ
フ
ィ

コ
横
浜
）
が
開
催
さ
れ
約
２
６
０
０
名

が
来
場
し
た
。

今
年
の
研
究
発
表
は
、
看
護
教
育

や
皮
膚
神
経
障
害
な
ど
の
テ
ー
マ
に
並

び
、
前
年
に
引
き
続
き
東
日
本
大
震
災

す
れ
ば
、
最
終
的
に
は
現
在
の
６
倍
の

生
産
が
可
能
と
な
る
。
新
工
場
で
は
、

環
境
へ
の
配
慮
や
工
程
の
自
動
化
を

推
進
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ

ウ
が
フ
ル
に
詰
ま
っ
た
新
工
場
の
話
題

に
、
多
く
の
来
場
者
の
注
目
を
集
め
た
。

ま
た
ブ
ー
ス
片
側
で
は
、
主
力
製
品
で

あ
る
手
術
キ
ッ
ト
の
見
本
や
、
手
術
用

ド
レ
ー
プ
・
キ
ッ
ト
部
材
の
新
製
品
を

展
示
。
さ
ら
に
盛
況
だ
っ
た
の
が
、「
手

術
室
の
ナ
ー
ス
シ
ュ
ー
ズ
」
ア
ン
ケ
ー

ト
。
地
区
別
に
色
分
け
し
た
シ
ー
ル
を
、

自
分
が
手
術
室
で
履
い
て
い
る
靴
の
種

類
の
枠
内
に
貼
っ
て
い
く
。（
結
果
は
裏

面
）
余
り
に
も
人
が
集
ま
り
、
靴
メ
ー

を
急
ぐ
美
し
い
女
性
達
が
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
と
な
り
、
横
浜
の
景
観
を
よ
り

輝
か
し
く
彩
っ
て
い
た
。（
担
当：神
山
）

―
月
並
み
で
す
が
、
看
護
師
を
目
指

し
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

Ｍ
Ｒ
を
し
て
い
た
父
か
ら
「
こ
れ
か

ら
の
時
代
は
、
女
性
も
手
に
職
を
つ
け

な
い
と
。
看
護
師
が
い
い
！
」
と
幼
い

頃
か
ら
洗
脳
さ
れ
ま
し
た
（
笑
）

特
に
迷
う
事
も
な
く
、
こ
の
道
に
進

学
し
た
ん
で
す
。

―
手
術
室
勤
務
に
な
っ
た
経
緯
は
？

入
職
し
て
、
初
め
て
の
配
属
が
手
術

室
で
し
た
。
し
ば
ら
く

は
、
明
け
て
も
暮
れ
て
も

泣
い
て
い
ま
し
た
ね（
笑
）

そ
れ
で
も
、
手
術
で
関

わ
っ
た
患
者
さ
ん
が
、
術

後
訪
問
で
病
棟
の
廊
下
を

元
気
に
歩
い
て
い
た
り
、

無
事
に
退
院
し
て
い
く
姿
を
見
る
と
、

や
り
が
い
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

―
関
西
医
科
大
学
付
属
枚
方
病
院
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
、
い
く
つ
か
の
中
規
模
病
院

で
手
術
室
勤
務
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

現
在
勤
め
て
い
る
当
院
は
、
手
術
室
17

部
屋
・
年
間
手
術
数
が
約
9
0
0
0

件
に
も
の
ぼ
る
超
大
型
の
病
院
で
す
。

手
術
室
の
看
護
師
だ
け
で
も
60
数
名
。

た
く
さ
ん
の
年
代
や
経
歴
の
人
達
に
囲

ま
れ
て
仕
事
が
出
来
る
の
は
、
大
病
院

な
ら
で
は
の
だ
い
ご
味
で
す
ね
。

―
―
そ
の
中
で
、
認
定
看
護
師
と
し
て

の
活
動
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

師
長
・
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
『
看
護

過
程
の
展
開
を
充
実
さ
せ
る
』
と
い
う

活
動
に
重
点
を
お
き
展
開
し
て
い
ま
す
。

手
術
室
で
は
、
何
も
な
く
て
当
た

り
前
、
二
次
的
障
害
を
起
こ
さ
な
い
こ

と
が
当
た
り
前
。
ど
う
し
て
も
身
体
面

に
目
が
向
き
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
手
術
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
の

心
境
や
、
術
後
の
生
活
・
精
神
面
や
社

会
背
景
に
目
を
む
け
る
こ
と
で
、
そ
の

患
者
さ
ん
を
か
け
が
え
の
な
い
個
人
と

し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
の
で

す
。
す
る
と
、ふ
と
し
た
声
か
け
も
違
っ

て
き
ま
す
し
、
そ
の
患
者
さ
ん
に
必
要

な
看
護
が
わ
か
っ
て
、
ス
ー
ッ
と
、
自

然
に
手
が
出
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
の

で
す
よ
。

―
―
院
外
で
も
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
と

お
聞
き
し
ま
し
た
。

京
都
の
手
術
看
護
学
会
主
催
で
、

「
教
え
て
！
あ
ん
な
こ
と
、
こ
ん
な
こ

と
」
と
題
し
情
報
交
換
会
を
開
催
し
ま

し
た
。「
針
刺
し
防
止
」
と
「
体
内
遺
残

防
止
策
」
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
が
、
日

頃
の
業
務
を
振
り
返
る
機
会
と
な
り
、

参
加
者
に
も
と
て
も
好
評
で
し
た
。
京

都
は
認
定
看
護
師
の
少
な
い
地
区
で
す

が
、
協
働
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

手
術
室
は
、
命
を
人
に
委
ね
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
病
院
の
中
で
も
特
に

特
殊
な
空
間
だ
と
思
い
ま
す
。
現
場
で

思
い
悩
む
事
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
、
他
施

設
の
人
や
友
達
と
意
見
を
交
わ
し
て
欲

し
い
で
す
ね
。
私
た
ち
も
、
こ
う
い
っ

た
場
づ
く
り
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。（
聞
き
手
：
陶
守
）

年
に一度
の
集
大
成

第
26
回
手
術
看
護
学
会
年
次
大
会
　
横
浜
で
開
催

人
と
な
り
に
目
を
む
け
、必
要
な
手
を
差
し
の
べ
る

認定
看護師

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
リ
レ
ー 
〈
第
2
回
〉

【プロフィール】
関西医科大学付属枚方病院　
中央手術室
（手術看護認定看護師１期生）

鈴木 敦子氏

展示風景

新工場の大パネルが圧
巻！ 他にない展示内容
で、来場者の目を奪った。

アンケートボード。学
会終了時には、回答の
シールがビッシリと貼
り尽くされた。

カ
ー
に
間
違
わ
れ
る
場
面
も
あ
っ
た
。

女
性
の
来
場
者
が
多
い
本
学
会
。
終

了
後
の
最
寄
駅
へ
の
道
の
り
は
、
家
路

vol.2



Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ『
八
重
の
桜
』が

順
調
な
滑
り
出
し
を
見
せ
て
い
る
。
ド

ラ
マ
の
舞
台
と
な
る
会
津
若
松
は
、白
虎

隊
で
知
ら
れ
る
鶴
ヶ
城
や
藩
校
・
日
新
館

に
代
表
さ
れ
る
武
家
屋
敷
、会
津
塗
な
ど

の
伝
統
工
芸
品
、米
ど
こ
ろ
だ
け
に
榮え

い

川せ
ん

酒
造
は
じ
め
銘
酒
も
揃
っ
て
い
る
。
そ

う
し
た
会
津
を
代
表
す
る
郷
土
料
理
と

い
え
ば
、
朱
塗
り
の
椀
に
盛
ら
れ
た「
こ

づ
ゆ
」

―
里
芋
・
人
参
・
椎
茸
・
干
し

貝
柱
な
ど
保
存
の
利
く
食
品
に
季
節
の

野
菜
を
添
え
て
、質
実
剛
健
、滋
養
豊
富
、

ま
こ
と
に〝
会
津
士
魂
〞の
土
地
柄
ら
し

い
一
品
を
成
し
て
い
る
。
徳
川
幕
府
の

『Livedo topics

』

 

・
２
０
１
２
年
10
月
、
弊
社
代
表

取
締
役
社
長
執
行
役
員 

宇
田
正 

が
、
平
成
24
年
度
薬
事
功
労
者
厚

生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。

 

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ「
極
北
ラ
プ
ソ

デ
ィ
」(

主
演:

瑛
太)

に
ガ
ウ
ン
や

ド
レ
ー
プ
等
、
撮
影
用
の
医
療
材

料
を
提
供
し
ま
し
た
。
２
０
１
３

年
３
月
放
送
予
定（
全
２
回
）

 

・
当
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
新
コ

ン
テ
ン
ツ「
リ
フ
レ
ビ
レ
ッ
ジ
」が

誕
生
！  

パ
ン
ツ
タ
イ
プ
紙
オ
ム

ツ
の
生
産
工
場
が
バ
ー
チ
ャ
ル
で

見
学
で
き
ま
す
。

『
編
集
後
記
』

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
間

も
な
く
２
年
の
歳
月
が
流
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
改
め
ま
し
て
、

被
災
地
の
皆
さ
ま
と
ご
家
族
の

方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
１
日
も
早
い
復
興

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
備
え
や

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で

す
が
、
必
ず
想
定
外
の
事
態
は
発

生
す
る
も
の
で
、
そ
の
時
に
い
か

に
機
転
を
利
か
せ
て
難
事
を
乗
り

越
え
ら
れ
る
か
…
想
像
力
と
行
動

力
が
重
要
な
の
だ
と
い
う
事
を
思

い
知
ら
さ
れ
ま
す
。
18
年
前
、
私

も
ま
た
西
宮
で
被
災
し
ま
し
た

が
、
住
民
の
咄
嗟
の
判
断
で
バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
が
始
ま
っ
た
の
を
鮮
明

に
覚
え
て
い
ま
す
。
過
去
の
教
訓

を
風
化
さ
せ
ず
、
脱
皮
再
生
の
巳

年
ら
し
い
良
き
年
と
な
る
よ
う
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
長　

陶
守 

久
美
子

親
藩
と
し
て
、幕
末
の
戊ぼ

辰し
ん
戦
争
で
最
後

ま
で
官
軍（
明
治
政
府
）に
抵
抗
し
た
た

め
に
、国
立
と
名
の
付
く
施
設
の
建
設
を

禁
じ
ら
れ
た
会
津
の
地
に
、
い
ま
最
も

輝
い
て
い
る
女
優
・
綾
瀬
は
る
か
を
起
用

し
て
、
大
震
災
復
興
と
と
も
に
、
明
治
維

新
以
来
1
4
0
年
余
の〝
名
誉
回
復
〞が

叶
う
の
か
、大
願
が
秘
め
ら
れ
た
ド
ラ
マ

が
粛
々
と
進
行
す
る
。（
担
当
：
石
川
孝
）

下
肢
静
脈
瘤
の
治
療
に
は
、｢

硬
化

療
法
（
硬
化
剤
使
用
）｣

や
「
ス
ト
リ
ッ

ピ
ン
グ
手
術
（
静
脈
抜
去
手
術
）」
等

が
あ
り
、
日
帰
り
手
術
で
も
２
〜
３
時

間
、
治
療
に
よ
っ
て
は
全
身
麻
酔
手

術
の
た
め
数
日
間
の
入
院
を
要
す
る
。

術
後
に
か
な
り
の
痛
み
を
伴
う
こ
と
か

ら
、
患
者
に
は
治
療
に
抵
抗
感
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
最
新
治
療

全
国
的
に
、
ク
ロ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ
が

最
も
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
た
だ
、
ど
の
タ
イ
プ
も
一
長

一
短
あ
る
よ
う
で
、
ク
ロ
ッ
ク
ス
が
蒸

れ
て
嫌
い
と
い
う
医
師
へ
は
サ
ン
ダ
ル

に
シ
ュ
ー
ズ
カ
バ
ー
を
使
用
し
た
り
、

専
門
紙
に
も
載
っ
て
い
な
い
、
普
段

疑
問
に
思
っ
て
い
て
も
今
さ
ら
聞
け

な
い
…
そ
ん
な
「
こ
の
あ
た
り
、
他

の
手
術
室
で
は
ど
う
な
っ
て
る
の
？
」

と
い
う
疑
問
に
お
答
え
す
る
独
自
の

ア
ン
ケ
ー
ト
企
画
。

で
は
、
僅
か
１
ｍ
ｍ
の
カ
テ
ー
テ
ル
を

血
管
内
に
挿
入
し
、
レ
ー
ザ
ー
で
静
脈

を
焼
灼
し
閉
塞
す
る
血
管
内
レ
ー
ザ
ー

治
療
「
血
管
閉
塞
法
」
が
あ
る
。
一
昨

年
１
月
に
保
険
適
用
さ
れ
日
帰
り
手
術

も
可
能
。
治
療
時
間
も
約
１
時
間
。
術

後
の
傷
跡
も
小
さ
く
痛
み
も
少
な
い
。

全
国
の
潜
在
的
患
者
数
は
数
百
万
人
と

い
わ
れ
る
。（
担
当
：
黒
木
）

女
性
に
朗
報 「
下
肢
静
脈
瘤
」治
療
最
前
線

まぁ悩んでいる
41％

どちらともいえない10％

あまり悩んでいない
28％

全く悩んでいない
7％

すべて
減菌している

31％

一部減菌
している

16％

現在、手荒れに悩んでいるか（n=29）

すごく悩んでいる
14％

クロックス
タイプ
58％

スニーカー
タイプ
18％

サンダル
タイプ
17％

その他
7％

（図1）どんなタイプのシューズを履いているか（n=369）

（図2）地域による差はあまり見られない すごく悩んでいる
14％

現在、手荒れに
悩んでいるか
（n=29）

北海道・東北

関東甲信越

中部・近畿

中国・四国
九州・沖縄

0 25 50 75 100（%）

48 42028

60 61321

58 92112

60 71023

その他クロックスタイプ スニーカータイプ サンダルタイプ

会
津
若
松

伝
統
的
な
精
神
風
土

役立つ防災グッズ
忘れもしない3.11東日本大震災。渦中の手術室で、いったい何が役
に立ったのか ･･･。災害拠点病院として尽瘁された２施設より貴重な
実体験を回答頂いた。（担当：陶守）

こ
の
あ
た
り
ア
ン
ケ
ー
ト
第
2
回『
シ
ュ
ー
ズ
は

 

ど
の
タ
イ
プ
？
』

伝
達
係
な
ど
で
走
り
回
る
日
は
ス
ニ
ー

カ
ー
に
履
き
替
え
る
な
ど
、
状
況
や

役
割
に
よ
っ
て
う
ま
く
使
い
分
け
を
し

て
い
る
と
い
う
意
見
も
数
多
く
見
ら
れ

た
。
採
用
タ
イ
プ
や
採
用
理
由
は
違
え

ど
、
多
く
の
施
設
で
働
き
や
す
い
環
境

を
整
え
よ
う
と
す
る
工
夫
が
う
か
が
え

た
。（
担
当
：
庄
畑
）

●
ク
ロ
ッ
ク
ス
タ
イ
プ

 【
利
点
】

・
足
先
が
出
な
い
た
め

血
液
な
ど
へ
の

接
触
の
心
配
が
な
い

・
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
に

引
か
れ
て
も
大
丈
夫

・
医
療
用
は
洗
浄
器
で
洗
濯
可
能

・
疲
れ
に
く
い

・
滑
り
に
く
い

 【
弱
点
】

・
つ
ま
ず
き
や
す
い

・
床
面
に
よ
っ
て
は
滑
り
や
す
く
な
る

・
蒸
れ
や
す
い

●
ス
ニ
ー
カ
ー
タ
イ
プ

 【
利
点
】

・
動
き
や
す
い

・
洗
い
や
す
い

・
疲
れ
に
く
い

 【
弱
点
】

・
脱
ぎ
履
き
が
め
ん
ど
う

●
サ
ン
ダ
ル
ス
タ
イ
プ

 【
利
点
】

・
脱
ぎ
履
き
が
簡
単

 【
弱
点
】

・
底
が
固
く
疲
れ
や
す
い

イラスト／川崎敏郎

検証！

●手術室内の廊下にラジオをか
け、情報収集しました。

●急患の搬送用として担架も重宝
しました。

当時の最大震度６（岩手県沿岸南部）

●ディスポのスタッフジャンパー
が役立ちました。防寒と、ジャ
ンパーの袖にマジックでメモし
たり、外出時に所属や名前を記
入して行動しました。

●他には、カセットコンロ、ラジ
オ、ホワイトボード

当時の最大震度６（宮城県気仙沼市）
災害直後の手術室の状況
□執刀中の患者がいた
□エレベーターが止まった
□オートクレーブ（高圧蒸気
滅菌器）が使えなかった

災害直後の手術室の状況
□停電した
□執刀中の患者がいた
□エレベーターが止まった
□オートクレーブ（高圧蒸気
滅菌器）が使えなかった


